








戦日である十二月八日にどのような生活を送っていたのか、日記形式で描いたものである。そしてその日記には「私」の戦争に対しての熱い思い、その一方戦争が始まるにも関わらず、だらしない「主人」に対しての呆れ等が書かれている。『十二月八日』は従来、好戦的なのか、反戦的なのかといった観点で、少なからず論じられてきた。例えば好戦派では、赤木幸之氏が、作中で「主人」が述べる「信仰」を「戦時下を〈信仰〉にも似た信念をもって書き継い 行こうとする、芸術家太宰治 決意表明と読み取りたい。 」 「 「十二月八日」という小説は、東亜戦争開戦日の太宰治の昂ぶりを素直に書き留めた戦争小説なのである
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。 」と述








いる かすら把握していなかったり 戦争に対し肯定的とは言い切れな 場面が多々ある。また否定的と読み解くと「私」が熱心に戦争の情報を仕入れたがったり、戦争の話をしたがったりする様子から完全に否定的とは言い切れない部分がある。
このどっちつかずの奇妙な文章を読み解くため本稿では「私」と










「主人」の言動には不自然な場面が多々ある。まず、これから戦争だというのに「国民服も何も、こしらえていない」ことが挙げられる。昭和一五年一一月に「国民服令」が制定され がらも、開戦日に国民服をこしらえていないということを反戦的であると思う人は少なくないであろ 。しかし、井上雅人氏は、 「 「国民服令」 いう法令はあったものの、着用を強制する のではなく、普及率も空襲が本格化するまでは、せいぜい二〇％という代物である
⑶
。 」と述
べている。つまり当時国民服を着用 る国民はむしろほとんどいなかったことが伺える。そ ため、 「私」は「主人」の不精さを批判している 、当時の様子 「主人」が特別不精というわけではなさそうであ
次に、 「主人」の地理の知識が皆無である点である。 「これでよく、



















明治維新とともに近代化を開始し、西洋的な高等教育制度の導入を開始したわが国 おいて、当初から高等教育卒業者には特権的な地位が与えられていた。多くの場合、彼らには有利な就職先と将来の栄達が約束され、高い社会的威信がもたらされた。というのも、近代的教育を受けた彼らは 西洋文明の伝達者としての役割を、しかもその希少性ゆえの貴重な人的資源としての役割を、強く期待されていたか である。
このように高等教育制度導入時、高等教育を受けた者は優遇されていたようである。そのため「私」を含む一般市民にも高等教育を受けて る人は頭が良いエリートであろうという観念が広がったことが予想され 。 「私」は「主人」の著しい地理知識不足から「これ
でよく、大学なんかへ入学できたものだ。ただ、呆れるばかりである。 」と皮肉っている。大学に通っていた癖にそんなことも知らないのはあり得ないと言わんばかりだ。しかし、それは違う。確かに高等教育制度導入時は高等教育を受けた者は優遇されてきたが年が経つにつれ、昭和恐慌等の経済的不況や高等教育拡大に伴いその状況も変化していったのである。引き続き伊藤彰浩氏は次のように述べている。













には思想局に昇格され、機能が拡大、強化されていった。国内では、内務省が初 全国失業状況調査を実施し、一一月に結果を発表した。それ よると、全国の失業者は三〇万一九五人となっている。さらに一〇月に起きた、ニューヨーク株式市場の大暴落に始ま 世界恐慌 不況 あえぐ日本を巻き込み、失業者があふれ、ルンペンとかルンペンプロレタリアートとかいう語が定着するほどになって、左翼の活動も活発化していった。 （中略） また東大学生課発表によると、 東大の学生の二五％がアルバイトをしており、奨学金を生活費にあて 苦 が目立ち、五月発表の卒業者の就職率は三九・一％と低迷する。
一つ目の引用では治安維持法など思想統制が年々強化されていったことを示している。その中で注目すべきところは思想統制機関が警察等外部だけではなく、学校内にも設備されている点である。本来の学生課の役割とは国家にとって良からぬ思想を持つであろう学生を取り締まる機関であったようだ。また教員や教授内容ま 監督するという徹底ぶりだ。二つ目の引用では大学生の就職難について示されている。エリートが集う東京帝国大 ですら、就職率は三九・一％に留まっている。また在学中も二五％がアルバイトをして、奨学金を生活費に充 るという困窮ぶりだ。
一生懸命勉強をし、良い大学を出ても良い職につけるとは限らな
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「主人」に見られる知識の欠如が、当時の大卒者一般に見られる現象であることを確認した。ゆえに ここに「主人」 「おどけ」を見出し、それを根拠に本小説に反戦的傾向を指摘する従来の考察は必ずしも妥当とは言えない。では『十二月八日』は好戦的に書かれた作品なのだろうか。好戦的だと思われる判断材料は主に、 「私」が戦争について意欲
的な人物として書かれている場面である 例えば次のよう 箇所があげられる。










の愛国心は中途半端なもの 多い 例えば、 「私」は「無神経なアメリカの兵隊どもが、のそのそ歩き廻るなど、考へただけでも まらない」等と述べながらも日本が完全勝利するとは えず、空襲で日本が攻められることが頭に過っていたり、 「主人」に「日本は、本当に大丈夫でせうか」と聞いたりする事等から戦争への不安を感じとれる。また、 「私」は戦争 関心を抱いているように思われる描写が多く存在するが、内容 非常に薄いものである。 ああ、誰かと、うんと戦争の話をしたい。やりまし わね、いよいよ じま
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つたのねえ、なんて。 」と述べているが、 「お隣の奥さん」や「亀井さん」の家を訪ねた時、 「早大の佐藤さん」や「今さん」が訪ねて来た時等、いくらでも戦争の話をする機会があったのにも関わらず、していない。戦争について書かれた新聞の夕刊 来ても、夕刊を読んだ感想が「感激をあらたにした」ということだけで一切具体的な思い等は書かれていな 。次の描写は「私 が娘の園子をおんぶして銭湯から帰る場面である。
銭湯へ行く時には、道も明るかつたのに、帰る時には、もう真つ暗だつた。灯火管制なのだ。もうこれは、演習ではないのだ。心の異様に引きしまるのを覚える でも、これは少し暗すぎるのではあるまいか。こんな暗い 、今ま 歩いた事がない。
この描写は「私」が初めて本当に開戦を意識した場面であると捉えられる。今までの場面ではラジオを聴き、 『真珠』や『歴史の日』と似通った心情を述べ、米兵に対する嫌悪感を抱き がらも、開戦日に灯火管制になっただけで「でもこれは少し暗すぎるの はあるまいか」と恐怖心を露わにしている。
好戦的であるならわざわざ不安要素を入れる必要はない。好戦的
とも反戦的ともいいきれないこの作品は、別の観点で書 れていのではないであろうか。そのヒント 、 「私」が述べている。
けふの日記は特別に、ていねいに書いて置きませう。昭和十六年の十二月八日には日本のまづし 家庭の主婦は、どんな一日を送つたかちよつと書いて置き せう。もう百年ほど経 て日
本が紀元二千七百年の美しいお祝ひをしてゐる頃に、私の此の日記帳 、どこかの土蔵 隅から発見せられ 、百年前の大事な日に、わが日本の主婦が、こんな生活をしてゐたといふ事がわかつたら すこしは歴史の参考になるかも知れない。だから文章はたいへん下手でも、嘘だけは書か やうに気を付け事だ。





















国定教科書の制度が実施されたのは、一九〇四年から。日清戦争をきっかけに国家主義思想が高まり、様々な面で中央集権化を進めようとした当時の日本政府の方針が背景にあった。 （中略）修身の教科書を見ると、 「第一期」で まだ、 「ちゅうくん」と「あいこく」が分 れていた。ところ 、一〇年から始まる「第二期」は日露戦争の後の富国強兵や国粋主義の影響を受け、「第一期」の教科書に「国に対する忠、家に対する孝をさらに強調すべきだ」などの批判 加えられ、 「忠君愛国」が つとなる。 「教育勅語」も幅広く取り入れられた。一方一八年からの「第三期」には、第一次世界大戦と世界的なデモクラシーの機運が高まり、それを背景に生まれた大正デモクラシーの影響を受けて、国際協 的な傾向もみられる になった。 （中略）しかし、 うってかわって、 満州事変後 三三年からの「第四期」
に入ると、大陸進出も視野に入れ、 「忠君愛国」が強まる。
その例として同書は、満州事変後の第四期の学校教育において、忠君愛国 精神を涵養する目的で、祝日・大祭日が重要視されて たことを挙げ、当時の教師用指導書が 国体を淵源とするものとしの祝祭日 強調し、それが徳育と不可分の関係にあることを特に強く主張していたと指摘している。
教科書の改正を追っていくと、国の都合の良いように、教育方針
が変わっている 、また義務教育を受けた者は国 方針 刷り込んだ教育を受けていたことが分かる。子供の時刷り込まれた精神は大人になっても中々変わる はない。本文にもそれが顕著に出ている部分がある。 『 「過去の克服」と愛国心
⑽
』は忠君愛国の精神を養







あったと考えることが出来るであろう。 『十二月八日』の「私」以外にも坂口安吾『真珠』の描写「涙が流れた。言葉のいらない時が来た。 必要ならば、 僕の命も捧げねばならぬ
⑾































上林暁『歴史の日』 （ 『新潮』一九四二 二）
⑻
　




朝日新聞取材班『 「過去 克服」と愛国心 （朝日新聞社、二〇〇七・
四）
⑽
　
⑼に同じ
⑾
　
⑹に同じ
⑿
　
⑺に同じ
付記
　『十二月八日』の引用は筑摩書房版『太宰治全集』第五巻（一九九
一・一）により行い、旧字体は新字体に改めた。なお本稿は二〇一六年度卒業論文をもとにし、加筆修正を加えたものである。
